
 

  

招へい理由書 
令和   年   月   日 

      大 使          

 在  日本国    殿         

       総領事          

                  

 招 へ い 人               

 ※招へい人と身元保証人が同一人の場合には「省略」と記入し、本欄への記入を省略して差し支えありません。 

  住 所  〒  －           

      

 
  

  氏 名  
                               

 

 

  電 話 番 号                 （内線）   

                  

                 

 【以下は、会社・団体が招へいする場合に記入してください】 

  担当者所属先名      

  担 当 者 氏 名      

  担当者電話番号   （内線）    

         

 

 ビ ザ 申 請 人               

 ※氏名は必ず旅券上のアルファベット表記で記載してください。 

申請人が複数の場合には代表者の身分事項を下記に記入の上、申請人名簿を添付してください。 

  国 籍        

  職 業        

  氏 名   性別 男 女 ほか  名  

  生 年 月 日  西暦  年  月  日生  歳     

             
     

 上記の者の招へい目的等は次のとおりです。 

 ※1及び 2については、今回招へいするに至った目的、経緯の詳細について記入してください。本欄に記入しきれない場合は、

「別紙のとおり」と記入し、別紙を作成してください。 

 1 招 へ い 目 的  

    

   

 2 招 へ い 経 緯  

    

   

 3 申 請 人 と の 関 係  

    

    

   

（注）会社・団体等が招へいする場合には、会社・団体名及び役職名を記入してください。  
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	招聘経緯: 郭沫若は岡山大学の前身である第六高等学校で留学したことで日本と深い縁を持っている詩人である。郭沫若と創造社についての研究は中国、日本のみならず、各国の学者によって行われている。今回共同開催者である国際郭沫若学会、日本郭沫若研究会、岡山大学が協議し、中国を含め、海外から上記の学会の主題に関して優れた研究業績を上げている研究者を選び、その中から申請者を招聘することに決定した次第である。
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